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ITU主催，国連関係機関が共催す
るAI（人工知能）の国際的なイベン
トであるAI for Good Global Summit 
₂₀₁₉（AIサミット）が，₂₀₁₉年 ₅ 月
₂₈～₃₁日までスイスのジュネーブで
開催されました．₂₀₁₇年から開催し
ているイベントで，AIの実用化をめ
ざし，₁₅₀以上ものプロジェクトを
発足させています．ここでは，日本
ではほとんど知られていないAIサ
ミットの概要と，₂₀₁₉年のテーマの
₁ つであるAI for Healthで議論され
たことを紹介します．

AI for Good Global 
Summitとは

AI for Good Global Summit（AIサ
ミット）は，政府，産業界，学術界，
メディア，3₇の国連関係機関，そして
ACM（米国コンピュータ情報学会），
XPRIZE財団＊をパートナーとして結
集したAI（人工知能）に関する国際
的なイベントです（1）．201₇年から年 1
回開催され，今年で 3 回目となります．
今年度は，120カ国2000名以上の来場
者，₇000名以上のWeb参加，300名を
超える講演者を迎え，過去最大の規模
となりました（図 ₁ ，表 ₁ ）．

開催の背景は，ITUや国連が，近年
急速な進歩を遂げるAIが社会的課題
を解決し，国連の持続可能な開発目標

（SDGs: Sustainable Development 

Goals）の進展を加速させる大きな可
能性を秘めているととらえているから
です．世界中で生活を向上させるため
にAIの力をどのように活用するか，
教育，医療，健康福祉，商業，農業，
宇宙など幅広い分野における活発な議
論や，産官学連携によるプロジェクト
の生成を通じて，SDGs実現を加速さ
せるAIの実用化をめざしています．

201₇年にAIの可能性について言及
するグローバルな対話を開始し，2018

年はさらに踏み込んで，SDGsの達成
を支援するAIソリューションの開発
を実現するプロジェクトの発足に取り
組みました．2019年は，AIイノベー
ターと課題を抱える政府，公共，民間
等とを結び付け，実用化に向けたコラ
ボレーションを加速することを目標に
掲げました．今後，具体的なプロジェ
クトが発足するものと思われます．
2018年にはAIリポジトリが設定され，
すでに1５0以上のプロジェクトが登録
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表 1 　AI for Good Global Summitの概要

開催期間 毎年 5 or ₆ 月の 3 ～ 4 日間
開催場所 ジュネーブ国際会議場（CICG）
主催 ITU
協力 XPRIzE，ACM
国連パートナー WHO ・ UNICEF等37団体

概要
・  国連の持続可能な開発目標（SDGs）達成に向けたAIに関するグローバ

ルで包括的な対話のための国連プラットフォーム
・ 4 ～ 5 つのテーマ（Breakthrough Sessions）が同時進行で開催
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※ 現，一般社団法人情報通信技術委員会
＊ XPRIzE財団：世界中のイノベーターを支援す

る非営利団体の財団，賞金レースを運営．
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されています（表 ２ ）．

AI for Good Global  
Summit 2019のトピック

■プログラム構成
メインのプログラムは，Break­

through Sessionsと呼ばれるプロジェ
クトの発足を目的としたテーマ別の
セッションです．毎年テーマが ４ 〜 ５
つ設定されています．2019年度は，
①AI and Health， ②AI and Ed u ca­
tion， ③AI and Human Dignity and 
E quality， ④Scaling AI， ⑤AI for 
Space，の ５ つが同時進行で開催され
ました．
■主なオープニング講演

（1） 　ITU事務総局長　Houlin Zhao氏
AIは私たちの生活を変えます．安

全で信頼された包括的なAIへの道は，

政府，産業界，学界，市民社会の間の
前例のない共同作業を必要とします．
AIサミットはAIに関する対話のため
の主要な国連プラットフォームであ
り，世界中のパートナーとの協力によ
り，AI技術の信頼性，安全性，包括
的な開発，その恩恵への公平なアクセ
スを確保しています．

（2） 　世界気象機関（WMO）事務総長
　Petteri Taalas氏

WMOは毎日ビッグデータを扱い，
世界中で収集された膨大な量のデータ
に基づいて2４時間36５日の運用予測シ
ステムを運用しています．AIサミッ
トで新しいプロジェクトを生み出し，
すべての人々がシステム等に安全にア
クセスできるようにすることが目標
です．

（3） 　XPRIZE 財団 CEO　Amir 
Ansari氏

AIとデータは，人類が直面してい
る最大の課題を解決する基本的なツー
ルです．私たちは，AI革命の予期せ
ぬ結果についても議論し，実現可能性
の高いソリューションのために取るべ
き行動を提案します．

（４） 　ACMのCEO　Vicki Hanson氏
AI技術者と，政府 ・ 産業界のリー

ダー等を結集させることで，差し迫っ
た世界の課題にAIを適用する新しい
方法が提案され実現することができま
す．こういったコンピューティング技
術が，明日の問題解決に役立ち，職業
を発展させ，良い影響を与えることを
望みます．

表 2 　AI for Good Global Summit 3 年間の比較

2017年 2018年 2019年

目的 AIに関する包括的なグローバル対話 SDGsの達成を支援する
AIのソリューション開発

SDGs達成を加速させる
AIの実用化

主な成果 AIリポジトリの設定
FGーML5Gの発足

35のプロジェクト提案
FGーAI4Hの発足

教育で 2 つのプロジェクト発足
今後その他プロジェクトが発足予定

テーマ
Breakthrough

Sessions

① Privacy, Ethics & Societal 
Challenges 

② Capacity Building & Poverty 
Reduction 

③ Common Good & Sustainable Living
④ Investment, Economic Aspects & 

Designing the Future

① AI & Smart Cities 
and Smart Communities 

② AI & Health 
③ The Eye in the Sky: Space, AI & 

Satellite 
④ Trusting AI – Will Mankind 

Master the Machine, or Vice Versa?

① AI and Health
② AI and Education
③ AI and Human Dignity and Equality
④ Scaling AI 
⑤ AI for Space

講演者 70人以上 150人以上 300人以上

参加者 500人以上
Web5000人以上

49カ国700人以上
Web参加人数不明

120カ国以上2000人以上
Web7000人以上

メディア
ジャーナリスト　45人

累計視聴者数 1 億人以上（多言語）
SNS等　300万人以上

ジャーナリスト　40人以上
累計視聴者数10億人以上（多言語）

1000近いメディアで放送

ジャーナリスト　40人以上
累計視聴者数13億人以上（多言語）
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基調講演等

（1） 　 マ イ ク ロ ソ フ トEVP Jean 
Philipe Courtois氏

「今後すべての企業がソフトウェア
企業になるでしょう．AIはその変革
の中心として，人 ・ モノ ・ 活動の検出
を可能にするのと同時に，新世代のビ
ジネスエージェント ・ 専門家となり
ます」

事例として，AI，IoT（Internet of 
Things），クラウドをベースに，ドロー
ンやセンサで収集したデータを駆使し
て農業分野の改善を図るプロジェクト

「Farm Beats」が紹介されました．
（2） 　AIを活用して 3 つの社会課題

を解決
①AI for Earth（環境対策），②AI 

for Accessibility（障がい者支援），
③AI for Humanitarian Action（AIビ
ジネススクールを通じたリーダー向け
育成），に取り組むプログラムを紹介
し， 1 億1５00万ドルを拠出したこと
を発表するとともに，自社独自のAI 
principlesを提案し，AIに対する革新
的な取り組みをアピールしました．

（3） 　米国の発明家 ・ 実業家　Ray 
Kurzweil氏

技術的進歩の予測を的中させる，著
書「The Singularity Is Near」 で 知
られる同氏が遠隔から初日のクロージ
ング講演を行いました．オリジナルの
統計データを示し，「AIの進歩によっ
て将来は改善されます．科学技術の進
歩は直線的ではなく指数関数的に進歩

します．人間はクラウドに接続するこ
とで拡大した脳を持ち，知性は100倍
になるでしょう」と予測しました．

Breakthrough Session 
「AI for Health」

同時進行で ５ つのセッションが行わ
れており，日本でも関心が高い健康福
祉関連の「AI for Health」に参加し
ました．2018年のAIサミットの成果
として，ITUのICTのノウハウと，世
界保健機構（WHO）の健康のノウハ
ウを融合させるべく，Focus Group 
on AI for Health（FG−AI４H）を発
足させています．乳がん，アルツハイ
マー病，目や皮膚病などの健康問題に
対処するために，AIを活用した健康
手法の評価と国際標準化に向けたフ
レームワークの開発をめざしてい
ます．

（1）　ウェルカムセッション
ITU電気通信標準化局長のChaesub 

Lee氏 は，FG−AI４Hの 重 要 な ミ ッ
ションは保健データのアクセスと適切
な利用におけるベストプラクティスを
確立することだと語り，オープンなプ
ラットフォームへの参加を呼び掛けま
した．

WHOのCIO Bernardo Mariano氏
は，健康管理におけるデータの流れを，
ドイツ連邦保健省医薬品研究所責任者
のWolfgang Lauer氏は，メディカル
アプリや医療機器のサイバーセキュリ
ティ対策のガイドラインを公表し，価
値創造とデータ保護のバランスの重要
性について述べました．　

FG­AI４Hの 議 長 で， フ ラ ウ ン
ホーファー研究所のエグゼクティブ
デ ィ レ ク タ ー　Thomas Wiegand氏
は，FG­AI４Hには11のトピックグルー
プがあり，活動の ５ つのステップ〔①
コミュニティの形成（専門家の収集），
②提案，③評価（参照データおよび評
価基準の設定），④レポートの発行，
⑤普及 ・ 展開（AIを活用したヘルス
ケアソリューションの実用化）〕を踏
み活動を行っているとし，AIソリュー
ションの品質管理で網羅すべき ５ つの
ポイント（①パフォーマンス測定，②
堅ろう性，③不確定性，④説明可能性，
⑤一般化可能性）を示しました．

（2）　パーソナルヘルスケアとAI
マイクロソフトイスラエルヘルスケ

アのHadas Bitran氏は，AIを活用し
たヘルスケアbotや診断チャットの
事 例 を，YourMDのJonathon Carr­
brown氏は，適切なプライマリ ・ ケア
を提供する健康管理ソリューションを
紹介し，低コストで診断をサポートす
るAIの 可 能 性 を 示 し ま し た．Ada 
Health常務取締役のHila Azadzoy氏
は，世界の ４ 億人がプライマリ ・ ケア
サービスにアクセスできておらず，中
国では診察時間が 2 分という現状を示
し，それらを解決するために開発した
130カ国， ５ 言語に対応した健康管理
アプリを紹介しました．BaiduのAIヘ
ルスケア部門シニアディレクターYan 
Huang氏は，ハイスペックな病院に患
者が偏る不均衡に直面し，医師を支援
す る 臨 床 意 思 決 定 支 援 シ ス テ ム

（DISS）を開発し9５%の精度を実現し
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たと発表しました．
（3）　AIにおける研究と政策
3Derm SystemsのCEO Liz Asai氏

は，AIを活用することで皮膚科に匹
敵するレベルで皮膚がんを分類するこ
とができる独自のスキンイメージング
システムを示し，異なる民族をカバー
するには，データセットの多様性が欠
かせないと締めくくりました．診療行
為や患者データを収集したレポートを
公開するFDAのKhair ElZarrad氏は，
ヘルスケア分野のデータ活用の重要性
を提示し，データの品質を担保するた
めに開発の初期段階から組み込み，規
制当局とのコミュニケーションの重要
性を訴えました．前述のマイクロソフ
トのBitran氏は，医療現場で医師をサ
ポートするAI搭載システム「Project 
EmpowerMD」を紹介し，システムを
改善するために臨床文書の自動化を促
進していると述べ，関係部門との連携
が必須であると強調しました．

（４） 　「AI for Health」セッションの
まとめ

AIとデータ活用は切り離せないも

のであり，特に高品質データの重要性
は議論全体を通じて共通の認識でし
た．AIとデータ活用は医療現場の人
材不足を補完し，クラウドベースの健
康管理やオンライン相談 ・ 診断などの
提供に役立つ一方で，患者の安全を担
保するためには，複数機関をまたがっ
て大量のデータを連携させ，それらを
適切に管理運営するベンチマークの必
要性が改めて浮き彫りとなりました．
企業事例の中で診断支援アプリが多数
出ていましたが，FG­AI４Hは，AIを
活用したヘルスケア系のアプリの提供
に中心的な役割を果たし，健康問題や
治療のためのAIアルゴリズムやフ
レームワークの標準化に取り組むと改
めて発表しました．

（５） 　他のBreakthrough Session概要
「AI for Health」セッションと同時

に開催された他のセンションの概要を
表 ３ に示します．

クロージング

ITU電気通信標準化局長のChaesub 

Lee氏，ITU電気通信開発局のDoreen 
Bogdan­Martin 氏，XPRIZE財団宇
宙大使のCEO Anousheh Ansari氏は，

「The Other ５0%」と題して，発展途
上国を中心に世界の半分の人々がICT
の恩恵を被っていないと問題提起し，
ITUとXPRIZE財 団 が コ ラ ボ レ ー
ションして，これからの20年，30年
でそれらを解消すると宣言しました．
そのためにアイデアや意見が必要だと
参加者に呼び掛けました．

ITU事務総局長　Houlin Zhao氏は，
「AIサミットはほかにはないイベント
で，世界中の複数の分野から利害関係
者を招集して，AIがどのように適用
され，幅広い問題をどのようにサポー
トできるか真剣に検討する場です．
SDGsと整合することはAIが人類の健
康に積極的に影響を及ぼし，すべての
学生に質の高い教育を提供することを
意味します」と締めくくりました．

ま と め

AIサミット参加のメリットは，①

表 3 　2019年のBreakthrough Sessionsの概要

AI and Education AI and Human
Dignity and Equality Scaling AI AI for Space

・  サミットの成果で 2 つのプログ
ラムを発表

　① 世界最大の家族向けAI教育プ
ログラム：8000人の親子と150
の教育を対象

　② 世界最大のAIメンタリングプ
ログラム：教育の専門家1000
名がAIを学びやすくする実践
プログラム

・  官民が協力して，AIの開発，教
育，労働力への組み込みを保証
する戦略を策定することが前提

・  AIと子どもの権利を守る政策ガ
イダンスの策定を宣言

・  関連サイト「Technoladies」を
オープン予定

・  オープンプラットフォームと新
しいテクノロジを活用して，
データやモデルを共有

・  マルチ ・ ステークホルダでさまざ
まなスキルを有する人材を連携

・  貧困や気候変動に対処するた
め， 5 年間で，100カ国と連携し
50のプロジェクトを発足させる

・  膨大な宇宙データは気象現象の
監視や気候変動の対処に役立つ

・  宇宙分野で有益なAIを実現する
ためのデータ要件に関する共通
の合意を見つける

・  AIと宇宙のガバナンスに関する
幅広い原則の合意に向けての第
一歩を踏み出す
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AIイノベーターとAIを活用したい企
業 ・ 自治体の両方と接点を持つことが
できる，②参加型で積極的に課題を共
有できる，③周囲の賛同を得られれば
プロジェクトを発足することができる

（ITUが推奨），④スポンサーからのさ
まざまな援助が期待できる，の ４ 点が
挙げられます．主催者（ITU ・ 国連 ・
XPRIZE財団）のパワーもさること
ながら，スポンサーの存在が大きなメ
リットと考えられます．表 ４ のパート
ナー一覧を見て分かるように，豊富な
資金力を持つ財団や，オープンイノ
ベーションやコラボレーションをミッ
ションとする団体やコンサル企業が半
数を占めていて，効果的にアピールす
ることで資金を獲得できる可能性があ
ります．

マイクロソフトは唯一のプラチナス
ポンサーということもあって基調講演
にインパクトがあり，会場内に企業専
用ブースを設置したり，複数のプレゼ
ンテーションに参加するなど大きな存
在感を放っていました．しかし，すべ
ての企業や団体の取り組みが先進的で
あるわけではなく，日本が優れている
と思われるソリューションも多数存在
しました．来年の ４ 回目は，2020年
５ 月 ４ 〜 8 日の開催が決定されていま
す．今年は日本企業の出展や講演がな
く，来場者にも日本人はほとんど見ら
れませんでした．来年はグローバル市
場をねらう日本企業や，先進事例を有
する日本の自治体がAIサミットで存
在感を発揮できるように，TTCの専
門委員会や研究会活動などを通じて

バックアップしていきたいと思い
ます．

■参考文献
（1） https://aiforgood.itu.int/

表 4 　スポンサーとパートナー

Grade 企業 団体 

Platinum Microsoft

Gold PwC（コンサル） ACM（米国コンピュータ学会），The Kay Family Foundation（米国 
財団），AUTONOMOUS DRIVERS ALLIANCE

Silver  Deloitte（コンサル） zero Abuse Project（米国虐待 0 プロジェクト）

Bronze LiveTiles（米国ソフトウェア）

Supporter TECHNOSSUS（コンサル），Stradigi AI（カナダのAI企業） Foundation BOTNAR（スイスの財団）

Content IVOW（米国ストーリーテリング），
Access Partnership（イギリス公共政策会社）

IEEE，Montréal（モントリオール市），Diplo Foundation（マルタ
と ス イ ス の 財 団 ），STATE（ ベ ル リ ン フ ェ ス テ ィ バ ル 財 団 ），
swissnex network（スイスノべーション連携），NETHOPE（米国非
営 利 団 体 ），UNIVERSITÉ DE GENÈVE（ ジ ュ ネ ー ブ 大 学 ） 
EPFL（スイス連邦工科大学ローザンヌ校），DEEP（オープンプラッ
トフォーム※），Foraus（スイスシンクタンク），Idiap Research 
Institute（スイス研究機関），JIPS（スイスデータ収集分析）

※ACAPS, IDMA, IFRC, JIPS, UNHCR, UNICEF, OCHA, OHCHR, Okular-Analyticsが統括するプロジェクト 


